
第 2 回ユニセフ熊本 SDGs 実行委員会 
                            2022 年 10 月 1 日(土)14：00～15：30 
                            事務局とズーム(ハイブリッド形式) 
１）開会 
 
２）世良 副会長挨拶 
 新しい実行委員会の元で 12 月シンポジウムに向けてどういうことをやっていくか、SDGs について世界

の中の日本、そして熊本の中からどういう風に料理していくか話し合っていきたい。 
 17 項目の中で温暖化が一番大切であり、それが上手くいかないと経済が回っていかない。1.5 度以上の

上昇があると地球に住んでいけなくなる。科学や産業の進歩によりこのような状況になってしまった。
これまでに専門家が数字で示していたがそのままになってしまっていた。 
プラ問題や沢山の課題があるが、何をやっていけば温暖化は止められるのか！ 
地域・若者・行政・企業の皆が取り組まなければ解決できない。生活の中にある課題をまず知ることだ
と思う。皆で張り切ってやって欲しい！ 

 
３）金光厘奈 実行委員長 
 前回はエネルギー・環境・食糧の三つの分野から持続可能な世界を目指してシンポジウムを開催した。 
 今回は環境を土台としてより深く求めていきたい。自分の興味のある分野を学んでいきたい。 
 今日は思ったことや感じたことや考えたことをどんどん出して欲しい。 
 
４）意見交換 
 コンビニでレジ袋購入しなければならなくなったこと、プラスプーンが他のもので代用されていること

など脱プラにどういう効果があるのか。ないなら他の方法を考えていく等より良い改善が必要！ 
 (大津高校 R さん) 
 レジ袋が有料になり、木製スプーンやストローが新たに使われ出すと森林破壊にならないか？ 
 山を守る活動も視野に入れてプラスチックの使用も抑えつつバランスよく生物との共存できる世界にし

たい。 
 (第一高校 F さん) 
 SDGs11 番の住み続けられるまちづくりを目指したい！地域交流のボランティアをしていたのでまちづ

くりの防災に興味を持った。防災について行政や企業は対策をしているが、HP の情報が分かりにくい
し、いつ災害が起こるか分からないので、その時混乱しないように、老人、外国人などにどんな風に対
応するか問題だと思う。自分のまちのことを知っていることが大切だと思う。地域活性について皆で話
し合いたい。 

 (第一高校 M.T さん) 
 南阿蘇(竹原)の産廃の情報を調べたい。水俣でも計画されていたが、阻止されている計画について調べ

たい。現場に出向いてゴミ処理や大型家電の処理などを調べたい。 
 (ルーテル大学 M さん) 
 食品ロスで子ども食堂等プロジェクトができているが大元の食品ロスを失くす工夫をしたい。 
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 (ユニセフ) 
 ペットボトルのリサイクルの過程を見てみたい。(永野商店) 
 ペットボトルを AI(自動選別ロボット)で選別して、省人化、労働環境の改善に取り組んでいる業者がい

て年に 1 回システム更新しているそうだ。「くまもと DX アワード」選考委員長賞受賞。(石坂グループ) 
 プラスチック資源循環促進法が 2022 年に施行された。 
 (第一高校 K.T さん) 
 家庭ごみの卵の殻からキャンドルを作ったり服にする再利用の技術が進んでいる。リサイクルの椅子が 
 ５～10 万するらしくコストを抑えた販売ができないかを考えたい。 
 (第一高校 M.T さん) 
 山の中に産廃場を作ると下流の健康被害が問題になる。 
 海をきれいにすること等も調べてみたい。 
 森・川・海が上手く循環するにはどうすれば良いかを考えたい。 
 (熊本北高校 O さん) 
 熊本の水道水はそのまま飲めるのは世界でも珍しい。当たり前に考えていてはいけないのだと思う。 
 地下水が減ってきてたり、田んぼが少なくなったり、異常気象の大雨や干ばつの被害が多く出ている。 
 福岡も水不足になっている。熊本の水に対する技術が生かせないか、水を守るために何が出来るか考え

たい。 
 (第一高校 M.Y さん) 
 GU やユニクロが服の回収をして対策をとっている。日本では１５億着捨てられてるそうだ。 
 衣服ロスのことを知っていきたい。 
 (第一高校 H.T さん) 
 賃金に男女間格差があることについて学びたい。 
 (ユニセフ) 
 衣服ロスの対策として寄付した衣類がどのように途上国に届いているか、回収の流れを知ることはどう

か？古着でワクチンなども送った経路を知りたい。 
 (第一高校 M.T さん) 
 服のリサイクルでポリエステル製の服をチップに戻して再生している。ブリング(北九州市)という会社

を調べたい。 
保田事務局長 
これ以上 CO₂が増えると地球に住めなくなるということを身近に感じているか？ 
「地球に住めなくなる日」という本があるが、今の現実を知る意味で読んでほしい。 
個人が意識を持っていれば少しでも良い方向にいくのではないか。 
世良副会長 
温暖化問題 
  どんな課題があるか知る→広報活動→施策を練る→具体的な行動 
 このように 4 つに分かれて取り組んではどうか！ 

 
５）意見交換のまとめ 
 温暖化・環境   住みやすいまち  リサイクル  ジェンダー 
 この 4 つに集約してグループ分けをする。 
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